
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

 

＜要旨＞ 

 絵本ブームといわれる昨今では、海外で人気の絵本がそのまま翻訳されて日本で読ま

れているということがある。だが、育児中の母親たちが、かつて自分が読んでもらったこ

とのある古くからある作品でも、外国の翻訳絵本を子どもに読んでいて戸惑いを感じる

ときがある。この戸惑い・違和感は一体何に由来するのか。日本の母親とアメリカの母親

は、同じ絵本を子どもと読みながらも、そこに違った事象を見ているのではないだろう

か。同じ絵本であっても、文化的な差異によって、理解する内容や意味が変容しているの

ではないだろうか。この論文では、それを子どもたちと大人が共有するメディアである絵

本を手がかりに、絵本の背後に前提として在る日本と欧米の子ども観の違いの一面を明

らかにしていく。 

 

＜感想＞ 

 「欧米と日本の絵本」の比較により、こんなにも多くのことが読み取れるのかと感心し

た。2 国の「子ども観の違い」を、絵本から見ることができるとは考えていなかったため

新たな発見となり、絵本に対する印象が変化した。論文では、実際の絵本の表紙とともに

著者が考える子ども観の違いが詳しく述べられているため、学びながらも楽しく読み進

めることができた。人気絵本『おやすみなさいフランシス』と『ジェイソンの毛布』の２

冊の絵本をみることで、「子どもの自立」に関する日本と欧米の育児文化の違いを知るこ

とができるという発見は非常に興味深かった。私が、この 2 冊を与えられて日本の育児

文化と異なる箇所をみつけなさいと言われたら、おそらく気付くことはできないと思う。

絵本は子どものための単純な物語と考えていたが、新たな見方や読み方をすることで、論

文の題材である「子ども観」など、今まで見えていなかったものが見えるということが分

かった。 

  

  

 

 

著者/出版社     南 元子/2010 

タイトル 欧米と日本の絵本に見られる子ども観の違い 

出典 愛知教育大学幼児教育研究 第 15 号 p73~80  

記入者 佐宗すみれ 


